
社会福祉法人 名張市社会福祉協議会 〒518-0718  名張市丸之内79（総合福祉センターふれあい内）
FAX 64‐3349　HP http://www.nabarishakyo.jp/☎63-1111

受付時間
（年末年始を除く）平日午前10時～午後4時
お金や家庭、仕事、健康問題等、さまざまなお悩み
ごとのご相談をお受けします。ご相談は無料です。

なばり暮らしあんしんセンター
0800・200・7831

なやみ一緒に

令和2年5月11日　発行 ⑴

社協だより「ほほえみ」の発行には、赤い羽根共同募金配分金の一部を活用しています。

拠
点
別
事
業
計
画

【
法
人
運
営
事
業
】

　
法
人
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
法
令
遵
守
の
徹
底
に
よ
る

基
盤
強
化
に
努
め
、
安
定
し

た
法
人
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
予
算
の
適
正
か

つ
効
果
的
、
効
率
的
な
執
行

と
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
人
材
の
確
保

と
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
関
連
法
等

に
基
づ
い
て
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
市
民
の
信
頼
と
公
益
的
な

使
命
に
応
え
ら
れ
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
情
報
提
供
に
努
め

ま
す
。

【
地
域
福
祉
増
進
事
業
】

　
第
４
次
名
張
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
初
年
度
と
し

て
、
基
本
目
標
と
な
る
「
と

も
に
生
き
る
豊
か
な
＂
な
ば

り
＂
を
め
ざ
し
て
」
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
組
織
の
福
祉

部
会
等
へ
の
活
動
支
援
を
す

す
め
、
身
近
な
福
祉
活
動
の

解
決
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

②
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
団

体
等
へ
の
支
援
強
化
を
図

り
、
身
近
な
地
域
で
支
え
あ

う
暮
ら
し
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
社
会
福
祉
法
人
が
協
働
で

取
り
組
む
公
益
的
な
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

等
の
強
化
を
図
り
、
多
様
な

担
い
手
の
確
保
・
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑥
地
域
福
祉
の
多
様
な
担
い

手
の
連
携
・
調
整
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

⑦
平
常
時
か
ら
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

【
な
ば
り
暮
ら
し
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
】

　
な
ば
り
暮
ら
し
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
困
窮

者
や
権
利
擁
護
の
支
援
の
必

要
の
あ
る
人
を
早
期
に
発
見

し
、
包
括
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、「
名
張
市
地
域
福
祉

教
育
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
」

に
お
け
る
エ
リ
ア
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
等
の
連
携
を
強
化
し
、

相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図

り
、
地
域
で
つ
な
が
り
を
実

感
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

①
社
会
的
に
孤
立
し
、
失
業

や
病
気
等
で
困
窮
状
態
に

至
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
人
に
対
し
、
早
期
に
、
か

つ
予
防
的
な
対
応
を
行
う
た

め
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
制
度
の
狭
間
等
で
、
必
要

な
支
援
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
人
を
住
民
と
と
も
に
、
そ

の
人
ら
し
い
居
場
所
と
役
割

を
見
出
し
て
、
暮
ら
せ
る
よ

う
理
解
者
、
協
力
者
の
拡
充

に
取
り
組
み
ま
す
。

③
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
親

族
と
の
関
係
が
希
薄
な
世
帯

が
増
え
る
な
か
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
が
地
域
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
や
成
年
後
見
制
度
の
利
用

者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き

る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
」「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
介

護
予
防
事
業
含
む
）」
３
つ

の
事
業
で
構
成
さ
れ
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
活
動
か
ら
、

医
療
介
護
が
連
携
し
て
在
宅

生
活
を
支
援
す
る
在
宅
介
護

事
業
を
推
進
し
、「
可
能
な

限
り
在
宅
で
の
生
活
が
可
能

と
な
る
」
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
部
門
で

す
。

　
現
在
の
介
護
保
険
制
度
が

求
め
る
﹃
自
立
支
援
介
護
・

重
度
化
防
止
ケ
ア
﹄・﹃
認
知

症
ケ
ア
﹄・﹃
中
重
度
ケ
ア
﹄

を
し
っ
か
り
と
提
供
で
き
る

体
制
作
り
・
専
門
性
の
向
上

に
努
め
、﹃
安
心
で
き
る
ケ

ア
で
、信
頼
さ
れ
る
事
業
所
﹄

を
目
指
し
ま
す
。

①
「
中
重
度
ケ
ア+

自
立

支
援
介
護
・
重
度
化
防
止
ケ

ア
」
を
推
進
し
ま
す
。

②
健
全
経
営
体
制
の
基
盤
整

備
に
努
め
ま
す
。

③
業
務
効
率
の
向
上
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
整
備

し
ま
す
。

　
保
育
目
標
を「
よ
く
寝
て
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
ぶ
子
ど

も
」
と
定
め
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け

入
れ
、
子
ど
も
が
意
欲
的
に

関
わ
れ
る
環
境
の
中
で
、
同

年
齢
や
異
年
齢
の
友
だ
ち
と

の
遊
び
を
通
し
て
体
力
・
意

欲
を
育
て
、
友
だ
ち
と
感
じ

あ
え
る
よ
う
に
保
育
の
質
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
在
園
し
て
い
る
子

ど
も
や
家
庭
の
支
援
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
保
育
の
専
門
性

を
活
か
し
、
妊
娠
か
ら
出
産

後
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

な
る
マ
イ
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
拡
充
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

①
運
営
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

②
特
別
保
育
事
業
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

③
地
域
の
子
育
て
支
援
（
マ

イ
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

④
保
育
の
質
の
向
上
と
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

　

名
張
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
は
、
社
会

福
祉
事
業
を
総
合
的
に
推
進

し
、
市
民
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
平
成
８
年
に
竣
工

し
毎
年
平
均
５
万
人
強
の
利

用
が
あ
り
、
福
祉
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

福
祉
関
係
団
体
を
は
じ
め
、

市
民
の
み
な
さ
ま
が
集
う
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
施
設
と

し
て
一
層
充
実
、
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
施
設

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
に
快
適
か
つ
安

心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
ま
た
福
祉
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
充
実
、
発
揮

し
て
い
く
た
め
に
は
、
設
備

の
更
新
や
大
規
模
改
修
を
確

実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
名

張
市
へ
の
要
請
を
行
い
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま

す
。

①
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
の
適
切
な
管
理
運
営
業

務
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
名

張
市
と
連
携
し
て
取
り
組

み
、
設
備
や
機
器
類
の
長
寿

命
化
を
図
り
ま
す
。

③
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

誌
「
ほ
ほ
え
み
」
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
窓

口
対
応
に
心
が
け
ま
す
。

　三重県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付を行う生活福祉資金貸付制
度を実施しています。
　現在の新型コロナウィルス感染症の影響による社会情勢を踏まえ、生活福祉資金貸付制度の貸付対象世帯を拡大
し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方 に々向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施しています。
　申込みは７月末まで

【問い合わせ】　 名張市社会福祉協議会　なばり暮らしあんしんセンターまで
　　　　　　　 ☎64・1526　（フリーダイヤル）0800・200・7831

　新型コロナウイルス感染症の影響により、今後の総合福祉センターふれあい及び老人福祉センター「ふれあい」の
利用について、ホームページなどを通じてお知らせいたします。ご不便をおかけしますが何卒ご理解をお願いします。

新型コロナウィルス感染症の影響を受け生活にお悩みの皆さまへ

新型コロナウイルス感染症対策関連にかかる対応について
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（単位：千円）

会費収入
分担金収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
保育事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
　　　　　事業活動収入計（1）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
分担金支出
助成金支出
負担金支出
その他の支出
　　　　　事業活動支出計（2）

事業活動資金収支差額（3）=（1）－（2） 
　　　　施設整備等収入計（4）
　　　　施設整備等支出計（5）

施設整備等資金収支差額（6）=（4）－（5） 
　　　　その他の活動収入計（7）
　　　　その他の活動支出計（8）

その他の活動資金収支差額（9）=（7）－（8）

収入

収入

支出

支出

収入
支出

勘定科目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

令和2年度　名張市社会福祉協議会　資金収支予算
（自）令和2年4月1日 （至）令和3年3月31日

予算額

予備費支出（10）  
当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10） 

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）+（12）

施設設備等に
よる収支

その他の活動
による収支

法
人
本
部

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
」

昭
和
保
育
園

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

令
和
２
年
度  

事
業
計
画
決
ま
る

︽貸付手続きの流れ》
申込み 申込み書類の送付

相談支援

貸付決定 ･送金

お
悩
み
の
方

名張市社協 三重県社協

事業計画・予算の詳細は、総合
福祉センターふれあい２階地
域福祉課総務係または、当会
ホームページ(http://www.
nabarishakyo.jp)でもご覧い
たただけます。



⑵ 令和2年5月11日　発行

社協だより「ほほえみ」の発行には、赤い羽根共同募金配分金の一部を活用しています。

　耐震改修のため、６月１日から令和３年１月 31日まで、
「ふれあいホール」「玄関ホール」「市民サロン」が利用でき
ません。
　なお、エレベーターは利用できます。正面玄関からお入り
ください。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

　

令
和
２
年
2
月
1
日
～
令

和
２
年
3
月
31
日
ま
で
に
ご

寄
附
い
た
だ
い
た
方

善
意
銀
行

▼
伊
勢
移
動
商
業
協
同
組
合

伊
賀
支
部
様　
１
万
円

▼
匿
名　
１
万
円

▼
匿
名　
３
万
６
，２
１
６
円

▼
退
女
教「
な
が
つ
き
会
」様

　
３
，０
０
０
円

法
人
寄
附

▼
岡
三
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
株
式
会
社
様

　
絵
本
16
冊

あ
り
が
と
う　

ご
ざ
い
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５

月
か
ら
全
国
一
斉
に
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
を
展
開

し
、
赤
十
字
の
理
念
と
活
動

内
容
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま

へ
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
一
世
帯
５
０
０
円
を
目

安
に
「
赤
十
字
活
動
資
金
」

の
ご
協
力
を
お
願
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
寄
せ

ら
れ
た
活
動
資
金
は
、
災
害

救
護
、
国
際
活
動
、
赤
十
字

講
習
会
事
業
等
へ
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
赤
十
字
講
習
会

　
日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支

部
で
は
、
健
康
と
安
全
を
守

る
講
習
会
を
県
内
各
地
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
講
習
の
内

容
・
時
間
等
、
皆
さ
ま
の
ご

希
望
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部

名
張
市
地
区

（
☎
63
・
１
１
１
１
）

資
格
を
活
か
し
て
働
き

ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

◆
業
務
ス
タ
ッ
フ（
登
録
）

【
時
給
】８
９
０
円

【
応
募
資
格
】

普
通
自
動
車
運
転
免
許

通
所
介
護
事
業
所「
ふ
れ
あ

い
」

◆
介
護
員(

登
録)

【
時
給
】１
，０
０
０
円
～
１
，

０
５
０
円

【
応
募
資
格
】

介
護
福
祉
士
資
格
又
は
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

普
通
自
動
車
運
転
免
許

◆
保
育
士（
臨
時
）

【
時
給
】１
，１
０
０
円

【
応
募
資
格
】

保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園
教

諭
免
許
、普
通
自
動
車
運
転

免
許

◆
看
護
師（
登
録
）

【
時
給
】１
，２
０
０
円
～
１
，

４
３
０
円

【
応
募
資
格
】

看
護
師
免
許
又
は
准
看
護
師

免
許
、普
通
自
動
車
運
転
免

許※
業
務
内
容
、勤
務
時
間
等

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
総
務
係

☎
41
・０
７
８
０（
平
日
午

後
５
時
15
分
ま
で
）

職
員
募
集

６月から総合福祉センターふれあいの
一部を利用中止します

　
昨
年
度
、
年
中
児
の
時
に

植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
色

と
り
ど
り
に
咲
き
、
昭
和
保

育
園
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
一
つ
大
き
い
組
に
な

り
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ

の
子
ど
も
た
ち
。
先
日
は

み
ん
な
で
お
花
見
に
行
き
、

き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
の
桜
の

花
の
前
で
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
お
散
歩
や
運

動
あ
そ
び
、
野
菜
の
栽
培
や

異
年
齢
交
流
な
ど
様
々
な
行

事
を
通
し
て
、
全
園
児
元
気

に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
週
に
１
回
、
「
に
こ
に
こ

デ
ー
」
と
い
う
異
年
齢
交
流

を
し
て
い
ま
す
。

　
３
・
４
・
５
歳
児
が
３
人

１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
体
操
、
お

散
歩
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
年
長
児
は
小
さ
い
お
友

だ
ち
に
や
さ
し
く
声
を
掛
け

た
り
、
体
操
を
教
え
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
最
初
は
不
安
そ
う
に
し
て

い
た
子
も
笑
顔
に
な
り
、
あ

こ
が
れ
の
気
持
ち
を
も
ち
な

が
ら
、
毎
回
「
に
こ
に
こ

デ
ー
」
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
年
長
児
も
頼
り
に
さ

れ
て
、
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
!!

　
こ
れ
か
ら
も
異
年
齢
の
遊

び
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の

気
持
ち
な
ど
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
名
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
社
会
福
祉
に
関
心
を

持
ち
、
社
協
の
趣
旨
目
的
に

賛
同
し
て
く
だ
さ
る
住
民
の

皆
さ
ま
や
団
体
に
、
会
員
と

し
て
会
費
の
納
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
「
誰
も
が　

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で　
安
心

し
て　
自
分
ら
し
く　
暮
ら

せ
る　

福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
い
っ
し
ょ
に
実
現
し

ま
し
ょ
う
。
１
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
社
協
会
費
の
種
類

世
帯
会
員

　
　
　
　
１
世
帯
３
０
０
円

　
区
長
さ
ん
・
自
治
会
長
さ

ん
を
通
じ
、
市
内
全
世
帯
の

皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

組
織
構
成
会
員

　
１
口
５
０
０
円

　
地
域
福
祉
を
と
も
に
推
進

し
て
く
だ
さ
る
団
体
、
法
人

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
団
体
、
法
人
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

賛
助
会
員

　
　
　
１
口
５
，
０
０
０
円

　
社
協
の
活
動
を
資
金
面
で

支
援
し
て
く
だ
さ
る

個
人
、
企
業
、
団
体
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

社協活動を
応援してください

1.各地域の
　福祉活動
　（48％）２.法人運営

　事業
　（39％）

３．地域福祉
　の推進
　   （13％）

1.各地域の
　福祉活動
　（48％）２.法人運営

　事業
　（39％）

３．地域福祉
　の推進
　   （13％）

▼令和元年度にご協力いただいた
　会費の内訳
区　分

世 帯 会 費
組織構成会費
合　計

金　額
5,900,969円
205,000円

6,105,969円

令和元年度の使いみち

　
こ
の
た
び
、
日
本
財
団
様

よ
り
当
法
人
へ
福
祉
車
輌
１

台
を
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
車
は
、
通
所
介
護
事

業
所
「
ふ
れ
あ
い
」
に
お
い

て
利
用
者
様
の
送
迎
用
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

福祉車輌の寄贈を受けました

次
号
は
、 

予
定
し
て
い
ま
す
。

7
月
11
日
を

　
５
月
赤
十
字
運
動
月
間

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

昭
和
保
育
園

地
域
福
祉
課

介
護
支
援
課

名
張
市
丸
之
内
67
‐
10

▽
保
育
園 

☎
63
・
１
７
６
７

▽
マ
イ
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

昭
和
保
育
園

令和２年度がスタートしました！

に
こ
に
こ
デ
ー




